
 

神奈川県立藤沢支援学校における学校運営協議会開催結果 

 

 本校の学校運営協議会を下記のとおり開催した。 

審 議 会 等 名 称 第１回神奈川県立藤沢支援学校 学校運営協議会 

開 催 日 時 令和５年６月 13 日（火曜日） 午前 9 時 30 分～11 時 30 分 

開 催 場 所 神奈川県立藤沢支援学校 第ニ被服室 

出席者 
運営協議会委員８名（本校校長を含む） 

事務局教職員 11 名 

次回開催予定日 令和５年 10 月中旬 開催予定 

問 合 せ 先 

所属名 藤沢支援学校 副校長 

電 話  番号 0466-82-9413      

ファックス番号  0466-83-3520        

下 欄 に 掲 載 

す る も の 
議事録 

議事概要とした

理由 
 

会議経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

（１）校長あいさつ 

    校名変更があり、養護学校から支援学校となった。改めて、「支援」に

ついて考える機会にしたいと考える。 

    新型コロナウィルス感染症が５類になったことに伴い、感染症対策を行

いながら、新たなステージで教育活動を進めていきたい。 

     

 （事務局自己紹介） 

 

（２）委員紹介 （自己紹介） 

 

（３）令和５年度 学校運営協議会 要綱及び運営計画について 

 校名変更に伴う要綱の変更 今年度の運営計画について事務局から

説明。 

 

２ 令和５年度 学校経営方針について    

学校経営方針について、校長から説明後に協議  

 

意見・質問等  

・ 学校評価４年計画の４年目にあたる。コロナ前に戻すという方向ではな

く、コロナ禍を経て得た新たな知見を活かした学校経営を期待する。 

 

３ 学校評価部会 

（１）令和 4 年度学校評価 実施報告 

  教頭から成果と課題を中心に報告  

 

（２）令和 5 年度学校評価 目標設定 

     総括教諭から、１年間の目標と取り組み内容について説明  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見・質問等  

・ 学校だよりが創刊されたことが、地域の役員会で話題に上がっていた。 

・ 地域の学校や事業所、市民クループ等との関わりの中で、障害者理

解の取り組みが、各方面で行われ推進される良いと思う。 

・ 職員の働き方改革の趣旨を踏まえた、地域との協働を進められるとよ

い。 

・ 心理的安全性（風通しのよい職場環境）について、誰しもが発言しや

すい環境を維持しつつ、節度ある行動ができる職場環境を維持するこ

とを両輪と取り組む必要がある。 

・ 学校防災マニュアル等、学校が作ったものを地域にも提供して、お互

いに高めあえるとよい。 

・ 児童生徒の命を守るために、防災訓練が大切である。可能であれば、

市の総合防災訓練等もコラボレーションできるとよいのではないか。特

別支援学校は、通学の範囲が広いので、各々の地域の避難所に一度

は行ってみるなど、家庭の協力を得ることを考えてみてはいかがか。 

・ 今年度のまとめの際には、１年間の振り返りだけでなく、４年間の取り組

みの経過とまとめがわかるように報告してほしい。 

 

４ 切れ目ない支援部会 

 （１）地域と協働した取り組みについて 

     総括教諭から、昨年度の成果を踏まえ、今年度の取り組みを説明  

     

意見・質問等  

・ 学校だよりが創刊された。今後、学校の教育活動が発信されることを期

待する。 

・ 地域の方を、学校の中に呼び込む機会を設定するとよいのではない

か。学校公開や高等部のバザーがあると聞いている。アフターコロナの

視点で考えてほしい。 

・ 心のバリアを取り除くには、知り合うことが大切。校内に外部の人が入る

だけでなく、一緒にできる活動を設定できるとよいのではないか。 

・ 学校間の交流として、児童生徒だけではなく、職員も交流し、互いの学

びにつながるとよい。 

・ 防災は、学校だけで取り組むことは難しいと思う。学校と地域、学校と

学校が共に取り組んでいくとよいと考える。 

・ 災害時の対応について、児童生徒の居住地それぞれの地域と学校が

つながるのは難しい。避難所に一度行ってみるなど、保護者の協力を

得られるように働きかけるのはとても良いアイデアである。 

・ 支援学校に通学する児童生徒の障害特性への配慮を一緒に考えるこ

とが、取り組みをうまく進めるための視点になる。 

 ・ 教員側から、地域への要望も出してもらい、実現に向けて一緒に考えて

いきたい。 

 

５ 授業視察 

   小学部・中学部の取り組み   高等部の取り組み 



（まとめ） 

学校運営協議会運営要綱            確認 

令和５年度 学校運営協議会 運営計画   確認 

学校経営方針について              承認 

令和５年度学校評価 目標設定について   承認 

地域と協働した取り組みについて        承認 

 

６ 閉会 

 （１）校長あいさつ 

   昨年度の会議でいただいた意見から、学校だよりの創刊に繋がった。地

域の方に喜んでいただけたことをうれしく思う。 

   学校運営協議会の委員から、学校の一員として一緒に考えたいという言

葉をいただき頼もしく感じた。本日は、貴重な意見をいただいた。持ち帰

り、学校運営にいかしたい。 

 

会 議 資 料 

・神奈川県立藤沢支援学校 学校運営協議会運営要綱 

・令和５年度 神奈川県立藤沢支援学校 学校運営協議会委員名簿 

・令和４年度 神奈川県立藤沢支援学校 学校運営協議会運営計画 

・グランドデザイン 

・学校教育計画（令和２年度～令和５年度） 

・令和５年度 神奈川県立藤沢支援学校 学校経営方針 

・令和４年度学校評価報告書（実施結果） 

・令和５年度学校評価報告書（目標設定） 

・令和５年度 学校案内 

 


